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1)観光振興の重要性について

世界経済は先行きのみえない不安定な状態である。その理由として ;

① ヨーロッパ地域の不安定政情 一 中東・アフリカ諸国の政情不安による難民問題

② 中国経済の減速、③原油安、

④ 日本もアベノミクスで堅調とはいえ、影響を受けており、日銀のマイナス金利も裏目に

反応し、円高口株安と不安定 !しかしながら、観光面では2020年までに2000万人を目標

にした外国人観光客は、3年前倒しで達成。2020年には3000万人予想もされ始めました。

個人的には、山陰地方を訪れる外国人の数は限定的と思つていたが、考えが変わりました。

フランスヘの観光客は、周りが陸続きという利点があると言え、人口以上の8000万人 !

日本への渡航は、航空機か船利用しかなく旅行コストが高いため、比較的富裕層が多く

土産品とか、国内での消費金額は大きい。こうした背景をみて」Rは外国人観光客対象に

昨年から新幹線を含め全国7日 間乗り放題チケット(15,000円 )を発売、大好評中です。

航空会社 (」AL口 ANA)も全国どこでも往復1万 500円 という格安チケット販売を計画して

います。先日、NHKテレビのニュースで米子空港が紹介され、鬼太郎ロード・北栄町の

コナン探偵館そして冬の大山=雪上車送迎が珍しいと東南アジアのお客様に人気が

集まつており、需要が現実化しています。

米子市は2月 19日 、補正予算18億 2500万円を承認。4000万円は県西部地区DMO推進法人

の事業費です。大山のブランド化戦略のための丁V番組制作費や圏域周遊バス情報の

アプリ開発計画であると日本海新聞に掲載されました。観光客を呼び寄せる大山の魅力を

高く期待した施策であると考えます。

松江市内口玉造温泉の観光活性化を図るため、松江市は中国道、尾道・松江道経由、

広島⇔松江高速バスの外国人運賃を500円 にして年間5千人の利用を目指すとした。

こうした時代の流れを受け、島根・鳥取両県は協同で4月 に山陰DMO「 山陰観光推進機構」

(イオン米子駅前店に事務所)を国に申請登録した。山陰のインバウンド戦略策定や海外

への情報発信を進め、2014年 8万 7千人だった外国人宿泊者数を2019年には16万人ヘ
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(注)的確な答弁が得られるよう、質問の要旨は具体的に記載すること。

質問の相手は、町長、教育委員長、農業委員会長、選挙管理委員長、監査委員等とする。

質 間 事 項 と 要 し
日 質問の相手

引き上げる目標を掲げています。 町長

教育委員長地方活性化は、第一次産業と海外からの誘客 (インバウンド)も含めた観光振興が重要で

あると、DMOで講演した中村氏 (ジャパンインバウンドソリュウション社長)は

鳥取県西部の魅力として ;

①食材と水の良さを生かすこと

②大山開山1300年祭を好機に各地域と大山のつながりを物語にすること

③ローカルな中身を磨き、大都市に行かなくともいいものがあるという発想が必要

と訴え、若きリーダー人材の登用を強く求めました。

いま、大山開山1300年をまじかに控え、近隣地方は無論のこと、大山は日本中から、

注目され、これまでにないさまざまなイベントや構想の計画に、県も力を入れており、

山陰地方そして、大山には多くの観光客が訪れるのは確実な様子であります。

反面、大山は訪れる観光客が増えても、受け入れ体制が施設口質ともに十分とはいえず

大きな問題を抱えているのが現状です。大山寺周辺の空き店舗・休業状態の宿などの

対策に、地元では民間企業と手を組み取り組んでいます。

こうしたことを背景に以下の質問をします。

(1)本町はこれに歩調を合わせ、1956年 (60年前)スキーリフトロ食堂建設に大きな投資した

ように、大々的な観光客受け入れ、滞留できる施設、たとえば、ビジターセンター (山 の家)など

の建設は考えないか。

(2)外国人観光客用宿泊設備 (洋式トイレロ浴室など)や土産品店ロレストランロカフェなどの

改築へ助成する考えは。

(3)松江市は観光協会を市が出資する株式会社に転換し、行政口商工会議所口観光関係団体

が連携し、役割の明確化で効率を高めるとしたが、大山寺地区内の空き店舗・空き旅館など、

にぎわいプロジェクトの目的達成をめざす参道再構築を担う「(株 )さんどう」への支援は。

(4)観光客誘致に歴史的ストーリーが必要と謳われているが、「まちづくり大山」が手がけて

いる大山古道の一つ「坊領道」への支援はどのように考えるか。


